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はじめに

本稿は，先lこ した I111路澄子略伝<戦前・戦中篇1i)の続きを 1< >_Iと題して述

るものである〕

ただし， 111路ょにの戦後の活動は非常に長期間， しかも広範囲に及ぶもので，到底それらを 度に

まとめることはできない。そ一こで今回は時期を1954(昭和年8月から1955(昭和年 7月ま

での約 i年間に限札売春禁止法市院促ために県下の女性たちの先頭に立って活躍された

を記したいと思う。

この時期の県下の様相に閲しては，既に芳P!IJ正氏の かなり詳しく，また，吉井和子氏の近

こもL11路工ヤ、の言及が見られるのであるが，筆者が1989(平成 1)年から1993(平成5)年にかけ

て直接山路氏にお聞きしたお話と F その問の調査で得られた事項にはこれまで未発表のものもあり/

前記2著作をいくらかでも補う内容になり得るのではないかと考える次第である。

文中敬称は省略することをあらかじめお断りしておく。

1954 (酎日年8月，澄子が仰天する事件が発覚した。世に言う「松元事件jであ今57天洋建

設会社の社長松元道宅ぷその妻田鶴江が，自身の経営する旅館[松元jを舞台に，台風の復旧

などの指名入札にからんで土木関係の公務員を買収し， しかもその婚賄が金品ではなく 15歳から18

の者9名を含む.20数名の女性の身体によってなされたという点で世間を驚かせ?また?贈収

賄関係者以外にも「松元jには地元の地名士が多数出入りしていたことも次々と明るみに出三守全

県干を揺るがす一大事件となった。

j登子はこのことを農業委員の会合の席で初めて知った。ある委員から， 1あの松元荘のあんな J事

併にヲ婦人会の人は何もしないんですかj といきなり言われてびっくりした。 ー部地元新聞

していたため，澄子は事件について全く知らなかったのである。

「それでびっくりして?それから活動し始めた。何とかしなくちゃと思っていたら，宮崎さんか

ら話があって，内藤さんとか藤武さんとかみんな集まって，これは大変な問題だっていうことマ予

ぞれから動き出したjそうである。 I宮崎さんJとは当時労働省鹿児島婦人少年室

たかゐ 9 「内藤さ とは鹿児島婦人連絡協議会会長の内藤ふゆ子， I藤武さんJ

の藤武五百子である。

しかし，女性たちの本格的な されたのは事件の 1955 (昭和30)年になってからで，

54年の段階では「いろいろな話し合いは持っていたんだけれどj具体的活動にまでは結ぴついてい

なかった。!松元事件J発覚直後， 54年9月に藤原道子参議院議員が来鹿し「その一端を認査し
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その後あらゆる方|これはおそらく大きな社会問題になると期待しておりましたところて I， 

古からの圧力で，

[仕論が盛り上がらなかった理由としてヲ

:1犬15[，だったの可れある"この問題がもみ消されてあまり世論を喚起してt-.な

大うんぬんはともかく‘「あらゆる方部からの圧力 l

ならざるを自まずマスコミのあるというのではタを並べて新聞

題が見えにえくなっとして大々的に取り上げられたためにろうしヲ

去った点はをめない。

また yL、

であったよろに型、わしかしそれよりも問号きだったのは人々の-1 、
的問題だけでふったためなくとは!であった「事件関れる。

tj 重要であろう οy 
} 十霊的な反応、を示さなかっ各

ではわミブ
)(_ .g ム凶を冒演することであ忍から悪い qを買うことはその

めつがそれで、も:品目 5?i.‘そうし 2う同時期の鹿沼島県の調査ではこれより

カL，，，..tユ{ふれだりの発言買に関するより少し前の秋山県の

1i. と思われるのにそれが全然問題にならなし、というところに
:ι 
(( ?点字iて， .るカ、ら

とのことi;fは.伎の人の人格意識の{止さと L、今ことを証明していると見るのでありまム
ポ

はなのイさは卒、L手、だりの問題にもあてはまるものと d思われる。ヮくりそのまま鹿氾

ぺたようであるの

やむやのうちに閣の中へしミやらょうとしはともかく世論は全く手寄り tがりを見せずヲ
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きたブ〉すよくものある人たち Lこそんなひどいご[相当のを知/)iこれ?も澄子
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れた人?、二 tコ「連れてにいするのはE午せないたちをも知らならまあ{tJ.Jがないが

された男性の山に一人だけプト土何もわからないで行ったんだと思う!とj登子は声

ぞれが法子手にはを諭して帰した人がいたそうで，こぶいう庁lに来るんじゃないよと言ってj

ミド明与が
'/'-，ム、八一材、の

た激しい採りがそその吋 lご感な性格に山米するとはいえア

ったようである。

i登子自身の

(7;去の活動のエネルギーになっ

て¥

何治、せねばという思いのみ強くヲいろいろな人たちと頻繁に話

の司を送っていた澄子は，日:;.5( 

りヲ

世
〆i、平;1J~j ヲ具体的行動についてし/ごいはしでもヲ

内では最大の婦当婦人会長に選ばれた。 20万人からの会員、を擁する?

に放ってi手ばかりしてからであった。にかかわるようになったのは帰;ミ子子が婦

ッではな〕まり，をさilることにした}行から澄子のを見かねる子ども 7こちん)、
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LU路澄子略ら;く戦後編>

ま

の日

ができないということを発見して j

は部落を中心に，部落をもり立て，部落の民度を高めるということを

的にしていたのでj加入することを決め，早くも 1950(昭和25)年には姶良

婦人団体のようなものがなけるうちに

「当時ア

をつとあて

し'7こ。

はまた別稿にゆずるとしてヲ ともかく p 県ド最大の婦人団体の長というよス

こうにも動けなかった女性たちの状況を変えることができる。法

その間の詳しい

刈
ぺ
川lにあれば，

団体をひとつにまとめれまでばらばらに活動していた子がまず二子をつけたのは

県トの女性たちを大同団結さることであった。

に取「松元事件jあるいは婦人団体の横のつながりを何らかの形で作るという考えは，

んだものではなかった。 澄子は前々からそういうことを考えていたのであり 'i'~ むためにその

は大変に低かった。それぞれ組織がないわけではな，保母などのる。その

何しろ小さ

そういう人たちにも

と"前からそういう考

、、7)人
て?いろいろな職場で働いているのは

f，li集まってもらうととによって，本当の婦人の活動ができ£のではないか，
え方はしていたわけJ。ぞれが売春問題がクロ』ズアップされてきて，

会の段々の娘たちなのだからタ

これに対しでも

との思いから，団結実現んなが千者になってやらなきゃいけない l人けではだめで， fむ

きい団体の長ごある茂子から呼びかけるのは当然の成り行さで

して;ホZささ ;!Lた。団体連盟jの結成を

き出した。ぞれを

婦人週

び〕方

あった。

団の取り上げるところと

も再調査の要ありといろことで，

折しも， I日]じ

(1) ぞれまでうやむやになっていた[松元事件」なりヲ同時に a

が連日5月108，lHl， 12日と的にj主[Jされることになった。ど f~fi9t.島

これに勢し、を得たように澄子たらの活動は活発化した。を大き〈扱

lこ才コ本県で

かに色めき ¥1ーら，

下をあげてこの問題?もち切って居ります。・ 0・.，婦人は全般的にモヤモヤとした

されてより?

『徹底的にやってほしいとする見方と

員おりにより取り上げられる

。〉恥f今さら古傷を j光って

「過日田だかゐも‘

する見方と

どれ程問題をなげかけても立とらなかった婦人が今興jレを取り除かれたかの如く非常に勇気を

と記してい
ール

し人~始&)勺、ノレ』こ

人団体波探]i日
ノし」まってたかゐの仲一日11
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伊佐LLii関子園関上仁子

(イ) Iまつもとj事件の総合調査の実施

(ロ)高校生の下宿生活の正しいあり方の枠蒙と

(ハ)アルバイトについての検討

以上の4項目のうち， 11 Jの打電は11日当日すぐになされ

この時参集したのは澄子の率いる地域婦人会を筆頭にヲ

婦人の友の会，婦人読書会ラ農協漁協各婦人部，鹿教組婦人部等であった。 Iいわゆる保守系の婦

設置の笑施について

人間体ばっかりではなんにもならないから，鹿教組の婦人部にも呼びかけたjら「あれは左翼だと

思われ jたり 9 たまたま東京に「婦間違jという同名の共産党の団体があってアカだと言われたり，

しhろいろと困惑することもあったらしい

はヂの代表(理事長)になった c

とにかくここに女性たちの一大連合が誕生してフ澄子

この 発足にあたって澄子は|回遠方式jを採用するよう した。 I代表は小きい国も大

きい国も全部'人ずつしか出ていない O で，同等の権利を持っている。これが理想、だと思う。大き

い|部依はそれだけの負担をする，小さい団体はそれに応じた負担をするヲこれは当然。それこそが

の実態じゃないかと主張したjのである。結局はこれが受け人れられたが，会員2075人の

団体も数名からなる団体も全く同等にというあり方はなかなか理解してもらえず，大きい団体は資

金もたくさんU::'，すのだから代表もたくさん送れという意見が後々まで消えず，問題を残すことにな

った。 Iまあヲ私のは理想論ですよねjと澄子はこの話をした時笑っていた。

組*裁はできても資金がなくては活動はできない。

婦人会ーでは当時 9 シベリア抑留者の帰還援助をしていた。 1一人 円運和といっ、てヲ会員人

が-fT[を拠出する。それで舞鶴港などに到着した人々の帰郷費用その他の援助をしていたそうであ

るυ 一人一円といっても， 20万人の会員が会員拠出すれば20万円になる。散髪代が140円から 150円

くら勺4)という時代の20万円である。その半分を売春禁止法制定促進運動にあてることにして?そ

れですべてまかなったという澄子の話であった。

こうして資金市も含めて女性たちの態勢が 応主主い，本格的な実態調査， C)オ1〆

ることとなった。

3 

澄子J土住まいが姶良町にあったため，鹿児島市内の実態調査には加われなかった。当時の集娼地

域「沖の村Jやヲいわゆる「街娼jが多かったと言われる易居町辺りに出かけて行ったのは?

の宮崎y 内藤，藤武p ぞれに小田愛子(市母子係長)と関係諸機関の職員達であった。みんな

を治かえた主婦でもあったが?夜11時， 12時頃に出て行っては男女双方から話を開いたりアンケ」

ト調査をしたりしたそうである。この時「護衛役jをつとめたのが寺田正義(鹿児島警察署防犯少

年課)で、あった。 1カラスが鳴かない日があっても寺田さんが天文館にいない日はないjと寺田を

知る人が言うくらい， 1毎日勤務がすんだら天文館に行って，非行少女たちにもヤーヤーと声をか

けて司更生の手伝いをすることを生甲斐としていた」人物である。

こうして皆で調べた結果を澄子は教えてもらう。相手方の男性は， 1若い人より して¥，ミるノに
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山路澄子略伝<戦後編>

の方が多い。その中に教員が多かったんですよ。教育者が相当数いたことがショックでしたね。息

抜きっていうことでしょうかね。そういう意味も含んで、いるんじゃないかなあと思ってね。教員で

ある以上は家庭においても威厳を保っていなきゃならない，そういう人たちがそういう所へ行けば，

ほんとのその男の弱味を全部さらけ出すことができるわけでしょ。あれ実に微妙なもんだと思ったJ

そうである。

澄子自身も志布志町へは行ったことがある。 I当時志布志は非常に貧しかった。特に漁村ではあ

るし，半農半漁って言うんですか。たくさん娘たちが売られている」。志布志では「松元事件jの

直後， 1954 (昭和29)年11月に集団人身売買事件が起こっており 売春婦の供給地の感があった。
(25) 

そこで澄子は貧困が売春を生み出している様相をまのあたりにする。また， I私なんかが話に行っ

たすると，自分の娘を自分の勝手にするのが何が悪いというようなことを絶叫するような父親がい

たりしたの。娘は自分のものだって言うわけね。そういう人たちに 娘は自分(親)のものである

と同時に，娘自身の人権というものがあるはずだ，と言つでもなかなかわからないのね。全然それ

がわからないの。親のために身を売るのは美談になるぐらいのことでしょ」。

親が我が子をどうしようと勝手という考えに加えて，さらに澄子たちを悩ませたのは女性一般の

無関心さであったo Iそういう制度(売春制度)がなくなると良家の子女が危くなるという声が婦

人の中に相当多い。相当の知識階級の人でね，そういうところをなくせば自分たちの娘が危いと言

う人がかなりいる。いわゆる紡波堤という考えね。それ(売春婦)も人の子であるという観念が全

然ないのね。自分の娘は大事だから守る，そのがわり人の娘はどうなってもいいというのと同じこ

とでしょ。ずいぶん憤慨しましたよ。まだ若かったから，私もJ0 1904 (明治37)年生まれの澄子

は当時50歳。

この点については宮崎たかゐも次のように述べている。 I中でも一番無関心だったのは家庭の主

婦で，売春はまったく自分たちにはなんの関係もない別の社会問題だとし，口にすることさえさけ

る状態だったのです。中には売春婦があるから良家の子女が安全だと，売春婦を性の防波堤と考え

ている母親も多かった。国民の平等の権利を尊重する民主主義社会で，売春婦の存続は許されるべ

きでないことはもちろん ひいては向性である婦人全体が性の対象として物品でしかない地位にあ

るのだということや，さらに売春につながる男性(自分の夫)も権威を失墜していることを認識し

てくれる婦人は非常に少なかったのです。」と。いわゆる防波堤説を支持する者は男12%，女41%と
(26) 

いう状況であった。
(27) 

しかしそもそも当時の人々に人権意識を求めるのは無理な話であった。 I日本国憲法」に「基本

的人権」がうたわれてから10年近くたっていたが，人々の意識は戦前とほとんど変わらず，まして

や日々の生活に追われる貧困の，それも澄子の暮らしからは想像を絶するような極貧の中にある人々

にとっては， I人権」は遠い世界のことでしかなかった。だからこその澄子たちの活動であったの

だ。

先に述べた「鹿児島県婦人団体連盟jの結成は， I売春は女性全体の問題であるから皆で一緒に

勉強して行こうJという女性全員に対する呼びかけでもあった。

このような中で， 5月17臼に鹿児島大学教育学部女子学生会が集会を開き，女子学生約100名，男
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伊佐山i関子・関志比子

子学生約50名が参加，売春問題を取り上げて「これは結局女性自身がユウワクの手にのったのが原

因で，経済問題，社会環境にもよるとはいえ，やはり本人がはっきりした態度がなかったからだ」

と批判し，同時に男性の反省を促すためにも売春禁止法の制定が必要であると国会あてに決議文を

打電しもFは嬉しいニュースであった。この時学生たちの後援をしたのは教育学部助教授斉藤マサ
である。

4 

6月3日，市川房枝・藤原道子両参議院議員が来鹿した。 6月1日の夜東京を出発して鹿児島へ，

3日4日を当地で過ごし，帰途福岡での講演会に出席して 8日には帰京という強行雫 わずか2日
\2~) 

の滞在であったが， I松元事件jその他の実態調査と地元婦人団体の活動状況視察を精力的に行な

った。両議員の招聴は 5月11日の申し合わせ事項を受けたもので，宮崎たかゐが「連絡ゃなんかは

全部した」。

市}II.藤原は 3日午前6時頃鹿児島駅に到着。志布志へ直行して町長から説明を聞いた後，バラ

ック街を一戸一戸視察，午後は同町公民館で開かれた[売春禁止法促進町民大会」に出席，翌4日

は澄子が理事長をつとめる「鹿児島県婦人団体連盟jが主催する「売春禁止法制定促進大会」や，

「鹿児島県全学生大会」に出席，大会終了後澄子ら代表者と懇談して今後「どうやったらいいかと

いうことゃなにかをいろいろ話し合いJ，午後11時過ぎの列車で福岡へ向かっ子
のめ

時議員について， I藤原さんはいかにも闘士という感じ」だが， I市川さんは藤原さんとはまる

で感じが違って，やわらかい，人間的なあたたかみを持っていた人Jだったと，澄子はその時の印

象を語っている。

4日の「売春禁止法制定促進大会」では何とも場違いな，澄子の表現によればいかにも「浪花節

的」な，売春をして息子を大学にまでやった母親の話などが飛び出すというハプニングがあったら

しいが， Iそれはまあ無視されちゃった」ょうで，売春禁止条例の制定を県議会に働きかけること

等 4項目についての決議がなされ子
(3fl 

その中で澄子たちがとりわけ熱心に取り組んだ、のは署名運動であった。

署名運動についてはすでに 5月日日の申し合わせ事項にも入っており 5月13日に関かれた鹿児

島市婦人会でも進めることが発表されていたも)市川・藤原両議員の来鹿を機に，国会でのさらな

る活動に向けて一層拍車がかかることとなった。

この時にはいろいろな人々が街頭に立って署名を呼びかけた。 Iなかにはほんとに共鳴して一所

懸命な方もありました。(そういう人が)ずいぶんいらしたと思うんですけど，全部が全部そうじ

ゃなかった」。澄子は会長の立場から「婦人会の人たちに指令を出したの，署名のね。それで各部

落で署名を取って来た。でもあとで恐ろしくなってしまった。会長さんが言うからしなくっちゃと

いうだけのことなんですよ。心から思ってるわけじゃないの，みんなね。上の人の命令ひとつでど

うにでも動くっていうね。そのことがあとになって恐ろしい気がしましたよ」。

戦前，ナチスドイツの巧みなプロパガンダを見ていて，初期の婦人会の活動でも「あのゲッペル

スのやり方，あれだと思ってJ，映写機を町に買わせて映画を通したさまざまな啓蒙活動に飛び歩
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山路澄子略伝<戦後編>

いていた澄子であったが，それだけに，動かす側の考え次第で人々がどうにでも動いてしまうこと

のこわさにぞっとするものを感じたようである。

以下，いささか余談めくが，会長という上の立場になってみて澄子は「婦人会といっても，県の

していることを末端が知らない」事実に気づいて樗然とする。そこで婦人会新聞の発刊を思い立ち，

澄子が会長でいた 2年間毎月出した。 i会員全員が読めるように，婦人が知らなければならないこ

と，お料理や何かね，今の婦人雑誌のような役目よ，それと婦人会の活動の様子をね，書いて， と

にかく毎月出した」。さすがに原稿集めには苦労したらしく 3ヶ月続くかと危ぶむ声もあったよ

うだが，どこからも助成金をもらわず，年一円の会費だけを資金に不足分は苦労して広告を取るな

どしてすべてボランテイアでまかなったこの仕事は， iかえって好きなことがやりやすかった。今

思うとだから面白かったんだなあJということである。

「私が婦人会でした仕事で一番(良かったの)は，一人の偉い人を作るよりも百人の普通の人に

少しでも参加してもらうように」努力したことだと澄子は語っている。鹿児島県の婦人会活動の基

礎は進駐軍の九州民事部で婦人教育を担当していたメリー・キングによって築かれた。キングの鹿

児島滞在は1948(昭和23)年から49年にかけてのわずか 1年であったが，一人一人の人間性が本当

に生かされることが民主主義の土台であることを鹿児島の女性たちに教え 婦人会もその一番の基

礎はグループ，それぞれの目的を持ったグループから作って行ってそれらが地域ということで寄り

集まって一つの地域団体を作ればいいとの方針を示した。このキングの初期の指導は，彼女が去っ

て数年後も受け継がれていたわけである。

さて，話を署名運動にもどすと， i男の人たちの中にも進んでやってくれる人がずいぶんありま

したからね。激励してくれる方も」という具合で 次々とその数を増やして行くことができた。

5 

6月10日，東京朝日講堂で「売春禁止法制定促進関東大会」が関かれた。 4日の鹿児島での大会

で代表をおくることを決議していたのに従って，澄子は内藤ふゆ子，萩原朝美(県農協婦人担当)

と一緒にそれに参加するため上京した。

その折，この機会に県選出の国会議員に陳情しようということで初めて議事堂へ行き，床次徳二

代議士の秘書の案内で議員室を軒並み訪問した。ある議員の部屋で これまた陳情に来ていた売春

業者たちと思いがけず鉢合わせするという一幕があった。澄子たちは法律制定促進のためにさまざ

まな活動をして来ていたが，一方の業者側は当時制定阻止にやっきになっており，選挙地盤を盾に

取った攻勢や，果ては20万， 30万単位の金が動いているという噂が飛ぶなど，双方必死の綱引き状

態にあった。その時出会った業者たちは「もうふてぶてしいの。ニヤニヤしてるんですよ。何を言

うかお前たちが，というような態度で，ほんとに腹が立った。そしてまたその代議士さんがね，ホ

ラ陳情に来られたぞって相手の業者の人たちにね からかうように言われた。その人ももう亡くな

られたけれど。女たちがそんなことしたってなんにも力はないぞ、っていう態度でしたからね」。思

い出すだに腹が立つという澄子の口吻である。また，鳩山春子夫人を訪問して協力を懇請したが，

あまり強い反応がなかった事も残念であった。
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{Jl1主Illir可子個間志i上子

ころいう男 に比べて匂 さんたちはみんな な八ノ切ですよ(関東大会

に関する郭告をでも)是非鹿児島の状況を開かせてjと言われて.澄子は

することになった。

その関東大会の際ヲ聴衆に澄子を紹介するために先に立ったある女性議員がシさる新聞をはっき

れ乞訴しでおげてラ事件に関係していたために記事を出さなかったと発言してしまった。その後で

登境した澄子はそれに対 I~ て抗議した。 r ただ今言われましたことは取り消していただきたい c そ

れぞれに立場合がありますから。ただ地元のある新聞が報道しなかったということで 7 一般の

とのが遅かった事実は認めると言ったんですね。そしたらそーの時にはその問題の新聞社の特派員は

とでなくて，共同通信の人がそのことを l伝えた。 Iところが私を紹介した代議士さんのことばを

が言ったかのように)伝えて，私自身のそーの後の弁明したことばは言つてない。それだもんで，

lE烏に)帰って来たらその新聞社の編集長ともう A人が抗議に来たj。澄子が事情をよく説明

し/二うえ、で， I私はあなたたちの名前は決して出さなかった。しかしあなた方がこういう事件を

道しなかったということは確かに大きな誤りじゃないかっていうことははっきり言いました。そし

たら， まあタおとなしく帰って行きましたj という もありヲなかなか波乱に?芸人ノだ東京消存で

あっ h。

の関東大会での澄子の発言はヲ 「先月11日新聞報道で初めて松元事件の全存を知りました。そ

れからにわかに婦人間が結束しました。大学でも高校でも男女学生がたち上りました。この案件の

rrj符はまだ一部にしか知られていません。 “灯台下暗じ芦です。

沈黙を守っていることです。と語ったjと伝えられてい

なのは 部の新聞がいまだに

6 

二の6月刊日は 4 神

った。婦人議員同

る。

というのはラ去る 5月13B，藤原道子議員は参議院における緊急質問で?

による「売春等処罰法案Jが国会に提 1'1-¥される予定の日でもあ

の会場↓二法案提出の報告ができるようにと，準備を進めていたのであ

山内閣i;)， この全

国0;過半数を占める女性が心から願ってやまない売春処罰法を，今期間会に御提案になる御意志が

ありや否やJと政府につめ寄ったが， I目下関係各省の事務担当官において協議会を持ち，官接な

関係を(呆ちつつ?鋭意成案の作成に努力をいたしておる次第でございます。 Iとの花村

臣の答弁政府提案は期待できないとして，議員立法としては 4回目の

なコていたのだった。

出をする手はずに

ころカfこの 10日には提出できなかった。民主。自由の両党から，党凹役の承認の要ふり

レームがつき，保留という形になってしまったのであ

1948 (昭和23)年一6月，政府が第2国会に「売春等処罰法案jを初めて提出したが審議未了?続

く同年10月からの第3国会で継続審議されたが，国会解散のため結局廃案。 21回日は1953年3月，

ゲム

fp
国会に伊藤修等5名の /_{~ これも国i(iめ

は衆議院に提伯したが会期

翌1954

{I~ .I~ ，第 19通常国会 12名が， となり，
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I 路 ~'1l:寸二日各伝<戦後編>

i百]ij:llJJからの 国会に持ち越されたがこれは会期わずかに10日? のまま

れが3回目。翌日月，第21)通常国会に再提出したが，また衆議院の解散で、廃業ヲ という具台で.

の法案はすごに 4目提出されて4回とも流れていた。最初jの政府提案から丸 7年r-l， 5回自の提出

とあっ仁提案者"賛成派は今度ーこそという意気込みであったし?この時期，全国的に

の操りよがりに達した感もあり，今国会では成立かとの期待が一人きか

つだけに。 11'，に際してのつまづきは を落~q させ q その後の道のりの険しさを思わせ

たハ

はされたものの，会期の三分の二を過ぎた国会であってみれば9 たとえ国会が延長され℃

もヲ またま

6月19日に

了と Lて葬り去られる“防のあたらなし に終わる きい。|と

われている頃 7月日日，鹿児島では「鹿児 ';:I::' 1足

女性[1[体だ会 lが結成され弘澄子が委員長に選ばれた。副委員長は羽牟応輔県PTA

けでなくヲ男性も含めたより大きな組織が誕生し P 県下あけての が展開されつつあ

っ7こ。

そして澄子は集まった署名簿を法務委員会の神近市子に託した。澄子によれば神近は「闘志満々，

家で;tど性でも魅力を感じる人jだった。神近は「署名簿を初めにデンと置いーて演説なすっ

そうである。

日は
口同
UI
 
R川 会での神近の発言は[-;f.えどものこの不幸な法案に対する弔辞を述べたいしづ

という悲痛なことばで始まっている。 I……よろしい， ともかくこれを否定なさって下さい，そし

℃日本の全部を今のままさえひどいと思うのに，なおひどいものにオる，そして家庭が破壊され，

男女の平福が破壊されラあるいは子供の教育が破壊され9 あらゆる今の弊害のもと，このもと仁子

をつけないで 体何をなさろうというのか，私どもは静かに皆さんのおやりになるところを押見し

てし、たいと思います。そして私どもは機会があればまたこの法案は次の国会にどういう形かマ

l可 4の形かあるいは異なる形か，私どもは持ち出すつもりでございます。 Iと神近は述べ?と

女らが春等処罰法業」を持ち出す機会は二度とめぐっては来なかった。

この司法務委員会で採決が行われたが，賛成喜一少数でこの法案は否決されてしまう。その俊ヲ民

主党の山本粂吉から|売春等に関する決議jとしてヲ 「内閣に強力なる審議会を設け，……臣会の

を要するものについては次の通常国会に提出j すること等が徒案された。神泣は「この

はただいま否決されましたところの法案に対する世論の支持が非常に強い，そしてこれに反対する

者に対ーする風当りが非常に強い，その風よけのために提案されたものと夜、は考えます。 Jと

の福田昌子ーも， Iこの売春等処罰法案それ自体が超党派で提出された法案でありまして， そ

の超党派提出の法案がfト徹底な審議のままに結論を出されまして，そうして突如として政府与党か

らこういう 出されたのであります。……かような政府与党の態度は私どもといたし

しごく……かような決議なる美名をもちまして，政府がやる意思のないましてはまことに

対策を糊塗いたしまして 9 その売春政策をやる;吾、思のないことをごまかそうとするこのことは・一… 

まごとにその魂胆におきまして許すべからざる態度といわなければならない……jと反対意見をみ
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伊佐山1間十曲関志上t.子

がi役これを受けて210タのjプはる開陳したが，

は送に葬ら間か

タマヨ F 赤松常子われており打]I!・藤原の

「法案は泊減してしまった-によりヲ21 日の衆院での員となっていた

、12-d;'るこれは会期のを提出することを計画したのし、市;11らは

'PdH慌をきたすこととなった。-1ご性たちの売春禁止法制定に賠けた運動はを?号ず，

制定はは!&オることなく終わったc結局 5度目の提出によっても

という形で日の引を見るによるにま第245 jJ ， 

になる。

色プ一切の売春を許ぎないとい「る強い|であり，たちが渠んでいたのはあくまで

あき内いとごろJのある「防止伝J最後:まで持ち;続けていたが，結果的には「あいまいjで

又
いみ ? 

どし/・
/'， ，.J 
ノ¥.t) ， としてグコ「防止伝i第3条に(しかし，るをc1せなかった。ば、

いノ

を容認していも114<Ij 少くと記されたことにようで，方となってはならない。 Jぴ〕J土

澄子らは喜ぴ台、勺た。た点をタないということを内外に示し

がそれはもう少し先の話であるの

わりに

運動の~ム端につい

lir路j笠子・宵をn¥(;していたのは伐に記した通りヲ

における部として，

この時期，女性たちの運動の

か;，).内藤ふゆ子・藤武 Ei.百子 a 萩原朝美酬

!日
ノしム山間澄デの伝言己の

よさべてきた。

の7人である cマ→十、呂的

二文I 
i 心この 7人を当時公開されて話題になった黒沢明

7人全員がLミわゆる「よそもん」でヲと呼んだ。人の豆、妻jJ 

。月uにうiとるっというすごく私の等)を i二j本中にさらしたと言って

人であ勺た)位とした虎児児島にある，清子ーは東京育ちだったが本籍指 vごピトベ、たように

そのことは 般にあまり知られていなかったc 澄子の「家の|何かい測に主人の兄Lブhし当

をしえらしいJ一、
〕ノ

u庁、
jしUノ(三文)新聞をやっているのが兄の知人

を言いに行くん

たまたまそのんでご

いやあれは鹿児書ノ¥ガよって。そしって。そしたら兄が二;れ?ウミら{内

~J i/1_ 

そのまんま。よそもんだというの

しかも，皆さんいろいろやぺてらした方はたくさんし 3らし

まF 表立って頂点にいるのが私のよろになってたでしょ，

もそうなのよ，

もう来ませんでしたよ噌ャンとなっちゃったってc

をしようとしたんマしょうね。

ふ

レコ

ほんとはそうじゃないん戸けどね。

んでね I， ひっぱり出されていつも責任者にさせられちゃ私"ミ

には織か〈整えてにいつもかつぎ出されるのは澄子だったがヲ済子のことば通 iに

t，:..ム， +J- 、〆て主
~!. c-~ ν 、をしたことがないで Lょ。子どもは戸ぺんはがないのね。

?こかゐ的な部分で活動会引っぱったのは2いうわけで，だなょに欠けてんのはその

制約を受けられた勺しょうが，動ける

きには日をみはるものがありました。 ……その当時を回想Lま

ハ
H
uoo 
--ム

つての活動はある員の

有てにある



山路i登子盟各{云<戦後編>

澄)のパックアップがあったからこそやって来られたのだと患います。 Ji:句すと室長さん

子は書いてい

内藤。萩l京 e 宮IIJ奇。藤武の 4人はこの)11ffi[でl既に鬼絡に入っている。のうち，

ご:いずれ別「豆、妻」たちの友情とj皇帝の物語fi，澄子以外の 6人の 6通りの人生と，

析があるだろう。

も見過ごせない。章は東京帝大の政治科を章澄子を絶えず陰で支えていた夫，主Tこ、

題をテーマに論文を書いたという[筋金入りのフェミニスト」である。

国の婦人をだったそうだが，長い外交官生活でアメリプ7・ドイツ等

くさん見ていましたからね。女カfしっかりしなくちゃだめだそごって，

するに際して婦

よりコj

日本は女がしっかりせにやだ

と澄子ーは言う。売春禁止に関するぞれがあったからやってこれたんでしょうねえJ

j主jlijJを澄子がするにあたっては， I当然のことだからやりなさいって， それだけ|。家族も含めてテ

いろいろな人々の協刀があったればこその澄子の活動であコたことを しておく。

めだζごってね。

第8号(1992・ 2)。南九州地域科学研究所報鹿児島女

たちが望んでいたのは当に成立したのは「売春防止法」であったが，

であった。

2 

丸山学芸図書リ989切 12)υ 初出はおんなの歴芳郎J[rかごしま e くる

~第55号(1982・9~ 1988・9ノ『みなみの手 I!J占

吉井手rr子?桜庫、おごじよ一女たちの夜明け 』春苑堂書)15(1993刷、4 

を参照されたい。3 ) の概要Jについて 1;)、芳前掲書レ、
U 

「まつもと荘」なも一部新聞にはP 
り

，~' I 本稿ではってさまざまであるが，によってまちまちで，

ておく c

児島労働基準局の宵崎たかJJ婦人三三(LU) には宮崎たか(/;;の肩書きについて

いすれもとあるnド/L
 

4 )には l労働省婦nur 
(
 

である。りでヲ

(/)藤原発言。なおヲ1955・5・(官報3 虫

では I I土昨年 9とあるp ( p 254， は 110月!言(注3)には藤原氏の

となってし、る。りまして」nに佐irz
関係者として告で1955也 6 悶 110宮崎たかゐの鹿児島朝日9 

長3名jの記述が見える。この宮崎たわ医師2名j等とある昨:1乍公務員11イ主j

についてはUロJ

1955・5 固 12。何日本新聞)
 

(
¥
 

1lA 

男性l'i%，T::'I生20%とt'<うじ!

労働者婦人少年同

で，18.5':)らは男女の
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伊佐llli閏子“関士、比子

(南日本とコメントして¥，>るある。宮崎たかゐはこれに対して!予期以とに少いの

1ヲ53' 10・ 9) 0 

9 

長子

新問

『売春問題について 婦人問題会議記録 』労働省婦人少年局(1952・6)。p 

により明かであるが，何も知らないまま連れて行かれた少女ばかりではなかもったこと14 

しさに身体を売るなどということは澄子の理解を越えていたのだと思われ15歳出歳の娘がお

なものだ「男女聞の愛と~ミうの性とは全く無縁のまま，るに厳格な父親の監督下に727ちヲ

「もうちょっと近松それも当然だったかもしれない。した澄子にしてみれと思いこんでJ

と笑いながら語るi登子である。物でも読んでおけば良かった l

とあるのは著者の誤解ではないny 
(
 

婦人会を組織!この点台北前掲書(注4)に[ま

回入
fじ、 o治、

15 

下日本で最初に作られた婦人団体。五百子の提唱により，皇妃を総裁として，iら

7ニ。貴族趣味的傾向が強かlIJ歌子の手になる。軍部や内務省の後押しでと流婦人が組織さ

として1949年4月に定められた。毎年 4月10日から16日を「婦人週間jを

ている。も

女性の

Iiとf'-u‘

句門

1 ( 

ドメス出版 (1978温 8)所il:x.第 i巻j『日本婦人問題資料集成人議員間誕生j1行
一句

q
d
d

n
H
 

中の一本杉 rhJl1 出は1953' 12)。市J11房枝[売春防止法の制定前後」

川房枝j新宿書房(1981・10)所収(初出は1980，1)。児玉勝子

1985・6)。その他参照。

(注18) にも収められている。第 1巻J5月10臼11日付の朝日新聞は『日本婦人問題資料集成[0 

らみて， 19;C;5 内日付はないについてJ。「日公元事件』その後の宮崎たかゐ資料20 

ると『松元事件』の調査に関する室の体制繋備についてjら月11日1>J

一種かと忠われる。長(当時局長は 2代自の藤田たき)からの依頼に対する省婦

人団体連盟鹿足では 15月11EL 芳前掲菩(注3) (注20) による。な声;崎たかゐ三1

からし「発足についてとあるが，宮崎資料の( p 263) ミト結成した l

「いまのところ5月16日発足との関係者の話がありヲえにくい。を5月11日と

結成の日付についてはははお月初旬ごろ!との 5月25日付南日本新聞の記事もあるなど，

に待ちたい。っきりしない。

-/;{ (注21)の南日本新聞にはこのほかリ

などの名前が見える C

以上は澄子の話による c22 

J
b
 

、1f」女性連盟，同盟タ医師助産婦，婦

と( TJ 138) に， 一人一円運動をしたJでは，

この運動はj;J、前から行なわれており，

防J}，4 ) 吉井市掲書23 

であった。この A円は県婦人会のしてあるが.

(1987 . 3)。大H
H
 

口
H
リ

4
A

ヰ
寸週間朝日編 f値段の明治・大正・昭和風俗史J2，j 

日百和32年150刊とある。14QFIl， 

体10本新聞

昭和

1953年以降同UJTで6月4日付西日本新聞には，1954 ' 11 . 190 なお25 

1957， 10・ o
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貨があったとある。

は他人事かj西日

び7

2ゎ



LUE各j笠円告イ云<戦後編>

27 Fo釘汀本新聞 1953・1 ・60 

28 南日本新聞 1955. 0 25。宮崎たかゐ

29 市111 の教えるもの! )11 初出は1955. 6) 0 

おタ児T には r7 f110日フ現地に向かったJ (p とあるが?これは誤りであ

ろう。

30 i有日 1955・6・40 

!とすみなど，細かし A点では

を南u し上1955 . 6・4。西日

ぎ|西日アド新聞では[午 していない事1長も多

し

自については芳前掲書(注3)を れたい。なお， 1可書269ページに 4日lとあ

ひらかれるJは 110日jの?それぞ、れ誤りであえるのは 16月4汀]の， 270-̂'-ジ 110月
、..， 
ノ J

32 宮崎/二かゐ

33 日新聞 1955也 Soil 。

(注8)の

1111%校 l 出から否決されるまで l 市川 所収{初出は

1.955 8 ) 

36 から出さすし とあるが宮

「日 によれば， は「伊藤11乞 ヲ 只

:成タ の5名である。

:37 南日 同i 1955・6' 198 

38 鹿児 1957" 11・30 

39 f日 第 1 (i主18)

，jO A 成第 1巻jには，同四日 を スる朝日 も採j表芦

れといる 日付が 1-7月[iJ ( p 660) とあるのは明らかに 日Jの誤植と思われる{、 IJJ書

議ラ択の初出 E 出典 A 覧では 1- 月20日|である。芳前掲書(注3) とも 1 PJ 2日) ( p と

なって'.，、るが，これも同様の誤りであろう。

41 注3S) に!司じ。

112 I 可 I~. ~ 

43 と。

44 デたたかった思い出 売春防 のころ一一Jr宮崎たかゐ追 も主主も j (198:5 

2)所1!)(0

フド1寄せ?なすにあたっ 小田 なるご、教;示と励ましをいただきました。また.

ャ吉テープ起こしなどの ついては大和田明江氏
口¥

民 j ))に

Iィ、に助lrらすしました。ここに言己して ミたします。

つd-υο 
叫

l
ム



作一生IUl間T岳関志i七子

ア九

九4、叶， さのため王らない点が多々あることと思います。)らの lこやますいノトをよろしくおl!in
L、致しま寸。

前橋く の 14J ，澄子氏ご夫君山 欧亜局 を述べ t~-ffl)/jJ-い 部誤

りがありましたのマ訂正いたします。

43ベーージ Fから 2行汗に 第二 とあるのを i iこ， 14ページ「か勺 1]1j' 

百の[ の第二読長jを Jに，それやれ訂正します。

は1934(昭和 9)年からお(昭和13)年まマ欧軍局に勤めておられましたが号第 課長にな

られたのは1936(昭和11) 年 9月のことで、ありヲ 34年の帰国時に[欧亜局第三課長Jマあうたよう

の「日独!汚

りでした。ただしイCI~事の内容に悶しては本文に記した通りで， 36年11月

の際には第二課長でした。

日:)(ぬて関係各位におわlf¥，ミたします。

なお，この件については，南日本新聞社の宮下正昭氏から

あっくお礼申し仁げまオ。
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}、
ド」 をい/こだきました。


